
平成24年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その６ 

平成24年12月４日（火） 

                                           

                                        

（午後２時14分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番11、14番 中本浩精君。 

〔14番（中本浩精君）登壇〕 

○14番（中本浩精君）それでは、議長のお許

しを得ましたので、通告に従いまして一般質

問をさせていただきます。このたび２項目さ

せていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 まず１項目目は、皆さん、前畑秀子氏生誕

100年記念イベントを開催して我がまち橋本

市をＰＲしませんか。橋本市をＰＲするため

に、木下市長のトップセールスをはじめ、各

方面、各分野でご尽力いただいておりますこ

とに感謝申し上げます。 

 私も何かを通して橋本市をＰＲできないも

のかと、いろいろ考えました。その中で、折

しも2015年紀の国わかやま国体が開催されま

す。国体開催に向けて機運を高めていくため

には、やはりスポーツを通して機運を高めて

いくことが重要ではないかと思います。そう

いう意味合いも込めまして、質問をさせてい

ただきます。 

 橋本市には、岡潔氏、兵藤秀子氏（旧姓前

畑秀子氏）、吉田六右衛門氏、古川勝氏、４人

の名誉市民の方がおられます。今回私が質問

させていただくのは、前畑秀子氏のことであ

ります。 

 前畑氏は、1914年、大正３年生まれであり、

２年後の2014年、生誕100年を迎えられます。

国体開催の１年前であります。皆さんもご存

じのように、前畑氏は1936年第11回ベルリン

オリンピック女子200ｍ平泳ぎ決勝で、日本人

女性として五輪史上初となる金メダルを獲得

されました。８月11日夜中のラジオ放送で、

前畑頑張れ、前畑頑張れ、前畑頑張れと20回

以上も絶叫され、最後に勝った、勝った、勝

った、前畑が勝った、前畑の優勝ですと連呼

されたことは有名であります。 

 前畑頑張れの前畑氏は、伝説の人だと僕は

思います。前畑氏は市内古佐田地区出身で、

日本人女性初の金メダル獲得を記念され、同

地内の橋本川べりに記念プール、短水路25ｍ

を建設されました。メダル獲得後２年後の昭

和13年でございます。後には、このプールを

利用して、平泳ぎに専念された潜水泳法の先

駆者である古川勝氏が第16回メルボルンオリ

ンピックにおいて200ｍ平泳ぎで金メダルを

獲得されました。お２人とも、当時は紀の川

の清流に親しみ、水泳を覚えられたそうです。 

 また、今年９月、2012年ロンドンパラリン

ピックにおいて、柿の木坂在住の中村智太郎

氏が100ｍ平泳ぎで銀メダルを獲得されまし

た。多くの市民の方に感動と勇気を与えてい

ただきました。頭でターンし、ゴールに頭か

ら猛然と向かっていく泳ぎに共感された方も

多いと思います。 

 橋本市には、水泳における偉業を達成され

た方が顕著であり、自慢できる環境にあると

思います。 

 同じ名誉市民の１人である数学者で文化勲

章を受章された岡潔先生の業績をたたえ、数

学ＷＡＶＥを中心とした顕彰事業が開催され

ております。先ほど市長のご答弁にもありま

したが、岡潔記念館の建設も計画されており

ます。私は、それは本当に文化面で今後もよ
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り一層積極的に取り組んでいただきたいと思

います。 

 そこで、スポーツにおいて、知名度におい

てもずば抜けている前畑氏、古川氏を全面に

押し出して橋本市をＰＲしていくことが非常

に大切だと思い、このたび質問をさせていた

だきます。どうか、今後の基本姿勢や計画に

ついてご答弁いただければありがたく思いま

す。 

 ２項目目は、昨年の６月議会で一般質問を

させていただきました野球場の建設について

であります。 

 その後、同僚議員もこの問題に関しまして

は質問していただきました。これからのお考

えを中心として、運動公園の見直しも含め再

度質問させていただきます。 

 ２項目とも、前向きなご答弁をいただけれ

ばありがたく思います。 

 以上、壇上からの質問を終わらせていただ

きます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君の質

問項目１、前畑秀子氏生誕100年記念イベント

に関する質問に対する答弁を求めます。 

 教育次長。 

〔教育次長（坂本安弘君）登壇〕 

○教育次長（坂本安弘君）前畑秀子氏は、1936

年第11回ベルリンオリンピック200ｍ平泳ぎ

金メダルを獲得され、前畑頑張れという実況

放送でも有名で、引退後は名古屋市で日本で

初めてママさん水泳教室を開設するなど水泳

の普及に努められました。 

 前畑氏は1914年生まれで、1995年に80歳で

亡くなられ、２年後の2014年には生誕100年を

迎えます。生誕100年イベントについては、現

在具体的な計画はありませんが、前畑氏は本

市の名誉市民でもあり、これまでに残された

功績を鑑み、教育委員会といたしましても、

今後関係機関、関係団体と協議しながら、イ

ベント等の計画をしてまいりたいと考えます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君、再

質問ありますか。 

 14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうもありがとうござ

います。今ご答弁いただきまして、前向きな

ご答弁と解釈させていただいたんですけど、

それでよろしいですか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）そういうつもりで

答えさせていただきました。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）それでは、やはり記念

イベント等とか前向きに考えていただくとい

う中で、ソフト面とハード面があると思うん

です。ハード面に関しましては、後ほどの野

球場の建設についてのところでちょっといろ

いろと再質問させていただこうと思いますの

で、とりあえずソフト面についてちょっと再

質問させていただきます。 

 そこで、前向きに検討されているという解

釈でいいということを、今お聞きいたしまし

たんですが、そうしたら具体的にどういうの

を考えているとか、まだなかなかちょっと時

間的なこともあるとは思うんですけど、何か

そういう素案といいますか考えておられるこ

とはございますか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）今後前向きに考え

させていただくということで、今のところ具

体的な考えはございません。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）そうしたら、ここから

はちょっと個人的な考えといいますか、要望

ではないんですけど、これからいろいろ考え

ていただくにあたって、参考にはならんかも

わからないんですけど、僕の思いというか自

分の思っているところでちょっと言わせてい
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ただきます。 ○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

 先ほども壇上より言わせていただいたんで

すけど、2015年に紀の国わかやま国体が開催

されます。そこで、国体開催に向けまして、

県民運動三つの基本目標というのがございま

す。 

○14番（中本浩精君）ありがとうございます。

本当にまだちょっと時間がありますんで、た

だ、僕が言いたかったことは、県民運動もそ

うやけど、やっぱり橋本市として盛り上げて

いただくことも十二分に考えていただきたい

と思います。  まず一つ目が、みんなの国体。県民のアイ

デアとエネルギーを生かし、県民全員が参加

するみんなの国体にしよう。 

 そこで、今、12時、３時には子どもが帰る

ということで、５時と放送されているんです

けど、例えば国体の時期が近づいてきたら、

どこかでイメージソングを流すとかいうとこ

ろも、ちょっと難しい、いろいろハードルが

高いかもわからないんですけど、そういうと

ころを考えていただいたり、それと先ほど申

し上げましたように、個人的な考えというか

意見ばっかりで申しわけないんですけど、や

はり国体を開催するということは、橋本市に

選手、指導者の方、また応援の方とかかなり

泊まっていただけるというか橋本市に宿泊し

ていただけると思うんです。 

 二つ目、躍動する国体。スポーツとのさま

ざまなかかわりを通じて、心豊かでたくまし

い人と活力に満ちた地域を育むことで、人と

地域が躍動する国体にしよう。 

 三つ目、ぬくもりのある国体。来県者をお

もてなしの心で迎え、和歌山の魅力を伝える

ことで、和歌山のぬくもりと感動が詰まった

国体にしようという三つの県民運動基本目標

がございます。 

 そこで、三つの基本目標、県民運動なんで

すけど、橋本市といたしましても、やはり先

ほども申し上げましたように、国体に向けて

国体開催の機運を高めていくということは重

要だと思うんです。その辺に関しましては、

そういう機運を高めていかなければいけない

と思っていただいておりますか。 

 ということは、おもてなしの心も大事なん

ですけど、プラスアルファ、やはり橋本市を

アピールしていく、ＰＲするのにいいチャン

スじゃないかなと思うんです。 

 ちょっと話がごめんなさい。前畑さんの話

とはちょっと違って国体の話で、さき申しわ

けないんですけど、僕が思うには国体の選手

が泊まられて、もちろん食事をとられます。

その３食のうちの一つ、橋本市の名産のひね

どり、卵、今市長が頑張っている自然薯、前

畑さんにあやかって頑張るぞ丼でもいいと思

うんですけど、そういういろいろと、さっき

も次長がおっしゃっていただいたように、国

体やったら国体という枠にとらわれずに、い

ろいろ関係機関とも協議というか協力し合っ

ていただいて、橋本市でいい国体が開催して

いただけるようによろしくお願いしたいと思

います。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）国体担当をしておりま

すので、私のほうから答弁いたします。 

 この基本スローガンにつきましては、県下

全域で具体的なことはまだ出ていない部分も

あるわけでございますけども、やっていこう

ということで確認してございます。というこ

とで、私どもも分科会四つの委員会を設ける

中でこれについて取り組んでいきたいなと考

えてございます。ということで、具体的には

25年度からは本格的な組織体制になっていき

ますので、その中で具体的なことは決めてい

くという形に思っております。 
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 それで、ごめんなさい。横道にそれて申し

わけなかったんですけど、何で国体を言わし

ていただいたかと言いますと、先ほども言い

ましたように、2015年の１年前が前畑さんの

生誕100年の年です。だから、いいタイミング

といいますか、前畑さんの生誕100年記念事業

をしていただくことによって、国体の機運も

高め、橋本市をＰＲしていくということをお

願いしたいと思うんです。 

 そこで、先ほども言いましたけども、前畑

頑張れと本当に有名な話です。そこで、僕も

いろいろ調べましたら、８月11日は頑張れの

日となっているそうです。そして前畑さんは

ご結婚されて名古屋市を拠点として、先ほど

もご答弁いただいたママさん水泳教室とかで

いろいろとご尽力いただいております。名古

屋市とか前畑さんが関係されたところで、何

かそういう前畑さんに関しての顕彰事業とか

イベントとかはされておりますか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）私も８月11日とい

うこと、8.11前畑秀子でインターネットで検

索をさせていただいて、頑張れの日という日

になっておるというのは承知いたしましたけ

れども、具体的にイベントを名古屋市方面で

やっておるというところまでは確認ができま

せんでした。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）そうしたら、今のとこ

ろはちょっとわからないということで、そし

たら、どこもやっていないんで、余計橋本市

はアピールチャンスだと思うんです。この前

畑さんに関しては、やはり二番せんじ、三番

せんじよりやはり最初に、まして橋本市出身

の方でございます。その辺も十分考慮してい

ただいて、よろしく何か記念イベント等を前

向きに積極に考えてください。 

 それと、先ほど頑張れ丼とかちょっと言っ

てしまったんですけど、実は前畑さんの実家

が豆腐屋だったそうでございます。そこで、

いろいろと国体開催に向けてお土産とかいろ

いろとその辺の話にもなって、経済効果とい

うのはその辺も考えた中で、さっきも頑張れ

丼と言うたんですけど、頑張れ豆腐とか前畑

豆腐とか、経済的な効果というかその辺に関

して、経済部としては何かまた考えていただ

ける余地があるんかどうか、その辺ちょっと

よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）前畑秀子さんが橋

本市の名誉市民ということでございます。そ

れをうまくリンクさせた中での商品開発とい

うこと、一考できるところがあるのかなと思

ってございます。 

 ただ、ご本人は当然お亡くなりになってご

ざいますけれども、前畑さんのご長男が名古

屋市内でお住まいということも聞いてござい

ます。そういったその方の了解等もとらなけ

れば、なかなか勝手に前畑さんのお名前を使

用しての商品化というところは難しいのかな

と感じておるところでございます。 

 しかし、豆腐屋であったということのかか

わりの中で、新たな商品を開発する、あるい

はまたつくっていくということにつきまして

は、何らかの生産するもの、豆腐屋にしてみ

ても何かのこだわりを持って豆腐をつくらな

ければ、スーパーの店頭に並んでおる100円前

後の豆腐をつくって、それで商品を販売した

ところで、これは売れる物じゃないかなと思

います。こだわりを持った豆腐屋に、そうい

った物をつくっていただくという仕掛けをし

ていくということは、行政としても仕掛けを

していくということについては十分可能性が

あるのかなと思ってございます。 

 つい最近のテレビ等でも、豆腐は鮮度を要

求される物でございますけれども、逆に鮮度
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を問わないということで、燻製にして豆腐を

売り出すという考えも考えれるわけでござい

ます。そういったことは、豆腐屋の考え方の

同意を得られた中で、やはり一つの商品化と

いう形で、一度提案させていただく、商品化

するという意味合いの中で考えていけること

かなと考えておるのが現状でございます。 

 平成23年６月議会におけるおただしの際に

お答えさせていただきましたが、橋本市運動

公園における野球場の建設については、財政

事情等により当面本市としては実施する計画

はありませんので、ご理解のほどよろしくお

願いします。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君、再

質問はありますか。 ○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）経済部長、本当にあり

がとうございます。すごく前向きなご答弁を

いただきまして、安心しました。本当に豆腐

だけにこだわらず、先ほどもお願いしたよう

に、各方面いろんな分野からご検討いただけ

ますようによろしくお願い申し上げます。 

 14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうもありがとうござ

います。毎回よく似たご答弁をいただいとる

と思います。 

 それで、白紙ではないですか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

 それでは、２項目目をお願いします。 ○建設部長（松浦広之君）23年６月議会にお

きましては、白紙という言葉をたしか使わさ

せていただいております。今回答弁書の中で

白紙という言葉は使ってはおらないんですけ

ども、特段の事情があってというわけでは決

してございません。ご理解ください。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目２、野

球場の建設に関する質問に対する答弁を求め

ます。 

 建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）野球場の建設につ

いてお答えします。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）白紙ではないけども、

白紙の状態という解釈をさせていただきます。  橋本市運動公園につきましては、昭和48年

度策定の橋本市長期総合計画に基づき、昭和

53年度に基本計画を策定しました。当時、運

動公園施設の選定にあたっては、統計資料な

どをもとに必要性や市民要望が高い施設を検

討し、また公園計画区域の広さ等も勘案し、

プール、テニスコート、多目的グラウンド、

体育館、駐車場等とともに野球場が計画され

ました。 

 そこで、先ほど前畑さんの生誕100年の記念

事業イベントのハード面のお話はここでさせ

ていただくということで、橋本運動公園内に

市民プールがございます。そこで、前畑、古

川さんの顕彰事業として、毎年８月に水泳大

会をしていただいていると思います。 

 そこで、前畑さんの生誕100年の記念事業イ

ベントに絡ましてですけど、やはりできれば

各種大会とか誘致できればいいなと。やっぱ

り橋本市は水泳のまちですよということもア

ピールできるんではないんかなと思うんです

が、今、なかなか本当に全国的な水泳の大会

となりますと屋内が結構主流になってきてお

ります。しかし、屋内といえばなかなかハー

ドルもすごく高いと思いますので、サブプー

 また、平成７年度には、県の協力のもと多

目的体育館を広域施設と位置づけ、県事業と

して実施する等の計画変更を行いました。そ

の後、財政事情や用地買収の難航等により、

野球場、自由の広場、駐車場の一部等が未整

備の状態で、平成17年度において事業を終了

し、現在に至っています。 
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ル等が仮にできれば、ある程度の大会がまた

誘致できるんであれば、その辺もこの運動公

園の見直しということも絡んでくるんですけ

ど、ご検討いただきたいと。 

 そして、この運動公園につきましては、本

当に今までの多くの方のご尽力によってすば

らしい運動公園にしていただいていると思い

ます。ただ、今もご答弁いただきましたよう

に、志半ばというような気もします。 

 そこで、同僚議員が質問しましたスポーツ

推進計画という中で、どういうふうなことを

スポーツ推進計画でこれから取り入れられて

いくというか、どういうことを推進計画でや

っていこうとしておられるのかお答え願いま

すか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）教育委員会では、

市の長期総合計画等を踏まえて、中長期的な

スポーツ振興の基本的な方策ですとか、生涯

スポーツ社会の実現に向けたスポーツ環境の

整備を推進するために、来年度から協議を進

めて、2014年度ごろにスポーツ推進計画の策

定を予定しております。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）そしたら、このスポー

ツ推進計画は、やはりいろいろとソフト面と

かそれこそハード面とか、ハード面というか

要は施設ですよね。ソフト面は、いろいろど

うやって青少年の健全育成も含めてスポーツ

選手を育成していこうかということになって

くると思うんですけど、ハード面とかその辺

は考えてというか、そのスポーツ推進計画の

中に入ってきますか。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）スポーツ施設の整

備・充実につきましても、この計画を策定し

ていく上では重要な課題の一つとなるものと

考えておりますので、今後長期総合計画です

とか財政事情等を勘案しながら審議を進めて

まいりたいと思ってございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうもありがとうござ

います。スポーツ推進計画の中でもハード面

のご検討もしていただけるということで、よ

くわかりました。 

 次に、今年の６月議会の建設部長のご答弁

の中で、建設課の中に計画係を設置して、い

ろいろとそういう社会資本のことを重点的に

考えていくというご答弁がございましたが、

今現状はどういう状況になっておられるか、

ちょっとよろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）本年４月に、建設

課の中に計画係が設置されました。この主な

目的というのは、国の補助金、交付金制度が

ここ数年の中で大きく変わっております。い

い意味でとらえれば、非常に各自治体の自主

性によっては、いろんな事業に交付金が導入

できるというところでございます。 

 ただし、一つ間違えれば交付金を取り損ね

るということもございます。その主な特徴は、

かつての個別採択、道路でしたら道路１本ご

とに、あるいは事業１本ごとに採択されたと

いうところから、最近は幾つかの基幹事業を

組み合わせて橋本市として総合的にどうやっ

ていくんだと、それに対して国が交付金をあ

げましょうという制度に変わりつつあります

し、この傾向はさらに強まっていくものと考

えられます。 

 その結果としまして、今の事業課、幾つか

にまたがって一つの交付金がおりてくるとい

うことですんで、横の連携が非常にとりづら

いし、それを取り損ねますと非常にロスが発

生するというところから、そういった事業を

包括的にどこか取り仕切って行く部署が必要

であろうというところで、その種としてとり
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あえず建設部建設課に計画係をつくった。将

来的にはどういった形になるんかもわかりま

せんけども、やはり市の経営上、そういった

国の交付金をいかに導入してくるかというこ

とを常にアンテナを張って、より効率的な計

画を立てたいというところの第一歩というこ

とでございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）ありがとうございます。

わかりやすくご説明いただきまして、そして

国の交付金をいただくためには、個別という

か単体じゃなくて、いろいろ絡ますというか

複数にしたほうが交付金がいただきやすいと

いう解釈でよろしいですか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）少なくとも国土交

通省が所管しております社会資本整備におい

ては、現在のところでも基幹事業が二つ以上

という条件になっておりますので、議員おた

だしの見解のとおりかなと考えます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）それでは、例えばきょ

う21番議員がご質問されました杉村公園の再

開発とこの運動公園の見直しを二つセットで

考えるとするんであれば、そういう交付金も

いただける可能性がありますか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）少し前置きの話を

させていただきたいと思います。 

 現在５年、10年の中長期の財政計画を立て

ておりまして、その中で建設事業にどれぐら

いの費用を回せるだろうかというところをし

ております。それが固まってはじめて、建設

事業全体に回せるお金が決まって、そのうち

管理に回せる部門がどのぐらい、そして新規

で使える建設事業がどのぐらいという前提で、

その中ではじめて、例えばテーブルの上に乗

せて一度検討してみようと、するせんは別に

して検討してみようと。その中で財源内訳と

して国の交付金等がどのぐらい充当できるん

かと、導入できるんかということになって、

はじめて今の議論になるんですけども、そう

いった中ででは、社会資本整備の中で基幹事

業が二つ以上ということになりますと、逆に

１本ではできませんので、これはもう本当に

例えばの話ですけども、杉村公園の整備と橋

本運動公園の整備ということになりますと、

基幹事業が二つということになりますので、

基本的に最低限の条件は満たすことになるの

かなと。ただし、事業採択にはそれ以外にも

いろいろもろもろ条件がございますので、そ

れ以上は申しませんけども、最低限の基幹事

業二つということにはなるんかなと考えます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）どうもありがとうござ

います。今、部長のご答弁の中で、中期、長

期の中でテーブルに乗せてということで、す

ごく白紙に近いような状態からかなり前向き

なご答弁をいただいていると僕は思います。 

 そこで、運動公園内に最初は野球場が、や

っぱり橋本市として必要だということだった

と思います。しかし、いろいろ時代も変わり、

そういう中で平成17年度に中止されていると。

そして、運動公園内に野球場という話になれ

ば、よくお聞きするのが、地権者の問題と財

政的な問題。財政的な問題は、きのう８番議

員がおっしゃっていただいたんですけど、し

ようと思えば何ぼでもお金があるんだと。そ

れはまあ別としまして、それはそれとしまし

て、仮にそういう地権者の問題とかその辺が

いろいろ解決されるというかうまくいけば、

やはり運動公園を橋本市のスポーツの、運動

のメッカとしてつくり上げていくという姿勢

は持っておられますか。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）ただ今のおただし
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に、私の立場で答えていいかどうかというの

は、非常に困惑しております。 

 その前に一点、先ほど私は仮の話というこ

とで申し上げたので、決して前は向けており

ません。少なくとも現在は、前は向けており

ませんので、その点だけご理解いただきたい

と思います。 

 それから、平成17年に事業が終了はしてお

るんですけども、一度立てた計画としまして、

少なくとも当時として野球場は必要だという

ところから順次計画を進めてきて、財政事情

等の問題からちょうど野球場に着手する当時

に事業が終結して、用地につきましては一部

未買収のところがあるんですけども、用地買

収も終わっております。それで、その大半と

いうのは仮の駐車場として十分利活用は図れ

てはおるんですけども、利活用を図れていな

い部分もあるんで、これはこれとして、建設

部長の立場というところから申し上げますと、

やはり道半ばで終わっておるのかなという印

象は持っております。ただし、非常に大きな

政策課題でございますので、それ以上のこと

は私の立場ではちょっと申しかねると考えま

す。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）白紙に近い状態にまた

戻ってしまったようなご答弁をいただいたん

ですけど、いろいろ本当に難しい問題といい

ますか、去年も言わせていただきましたけど、

できておるんであれば、とっくに野球場とい

いますか運動公園も完成していると思います。 

 ただ、去年質問させていただいた中で、木

下市長より任期中に頑張ってくださいとエー

ルも送っていただいておりますんで、その辺

も僕なりにやっぱり頑張らなあかんかなと思

っております。 

 そういう中で、市長、誠に申しわけないん

ですけど、文化のほうでは岡潔さんの記念館

の建設をはじめとして杉村公園のいろいろ再

開発を進めていただくということで、橋本市

運動公園を今志半ばでございます。中期、長

期、これからまだまださきの長い話になるか

わかりませんが、とにかくまないたの上に乗

せて、先ほども部長がおっしゃっていただい

たように、複数のいろいろ協議をしていただ

いて、国からの交付金とかそういう方面はい

ろいろプロですので、その辺はお任せいたし

ます。その辺を十二分に検討していただいて、

前畑さんの生誕100年の記念イベント等のこ

とも加味いたしまして、最後、市長のほうか

らスポーツに対してどういうお考えかひとつ

よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）中本議員の再質問にお

答えしたいと思いますが、前畑秀子氏の生誕

100年の問題は、やはり近く組織をつくってど

うやっていくかということについて、前向き

に考えてみたらどうかなと私は思っておるん

です。 

 問題は、野球場の問題になるんですが、私

も昔はそちらで議員をしておった時分から、

いろいろと運動を起こしていました。まず、

記憶があるのに体育館の問題は、市がようせ

んぞということで、県へ頼もやというのが平

成に入りまして、塙坂市長でした当時、もう

何回も何回も県知事のほうへ陳情に行った記

憶があるんです。それでも、七、八年行って

ようよう採択してくれたような道のりでござ

いました。その当時は、用地も２分の１ほど

補助金があったもんですから、野球場もしな

ければならないということで、ちょうど体育

館の西の場所に野球場をやろかということで、

ところが、その用地がどうしても買収に応じ

てくれなかったということで、ずるずると来

てしまったことが反省しておるわけでありま
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す。 

 何と言いましても、やっぱり相当な金額が

かかるわけでございますし、そしてまた管理

費等の問題もあるでしょうし、今後直ちには

行かんと思いますけども、中本議員ぐらいの

熱心なことを再々やっていただいておったら、

市民感情としても我々としても動かざるを得

ないなという感じを持たんでもないんです。

直ちに今どうするということは、ちょっと見

通しが立っておりませんので、担当者が申し

たようなことでありますので、ご容赦をいた

だきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君。 

○14番（中本浩精君）市長、どうもありがと

うございました。市長からもご答弁いただき

まして、建設部長のご答弁もたくさんいただ

いた中で、本当に中期、長期計画の中でいろ

いろとご検討していただければありがたいと

思います。とりあえず、去年は白紙、きょう

もちょっと白紙状態に近かったんですが、ど

うか少しでも白紙とは言わずにいろいろご検

討いただきたいと、中期、長期の中で杉村公

園の問題も含めて一緒に考えていただきたい

と思います。どうかよろしくお願い申し上げ

ます。 

 これで、質問を終わらせていただきます。 

○議長（井上勝彦君）14番 中本浩精君の一

般質問は終わりました。 
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